
ロシア語　語法便覧

品　詞

１．ロシア語には10種類の品詞がある。

２．独立した意味と機能をもつ品詞には名詞、代名詞、形容詞、数詞、

動詞、副詞があり、これらを自立語という。副詞の一部を除いて自

立語には語形変化がある。

３．前置詞、接続詞、助詞、間投詞は独立した意味をもたず、文中で機

能語として作用する品詞であり、これらを補助語という。補助語は

語形変化をもたない。

４．文中の機能により元の品詞から別の品詞に転用される場合がある。

名　詞

１．物や現象を名指す品詞である。内容によって固有名詞や一般名詞

（具体名詞、物質名詞、集合名詞）、抽象名詞の種類がある。

２．文中では主に主語や補語として機能し、最も重要な品詞である。

３．名詞には性、数、格の属性が必ずある。これらの情報は語尾から読

みとることができる。

［例］„‡ÁÂÚ‡ = ［女性名詞、単数、主格］
４．意味や語尾の綴りによって男性、女性、中性の３種に分類される。

５．通常、名詞は単数形と複数形をもつ。しかし、抽象名詞のようにど

ちらか一方が常用される名詞もある。

６．名詞には６格（主格、生格、与格、対格、造格、前置格）の区別が

あり、主語や補語など、文中で果たす機能により決定される。

活動体と不活動体名詞

１．男女や雌雄の区別を問わず人間、動物を表す名詞は、活動体名詞で

ある。

２．それ以外の名詞は、不活動体である。

３．文法変化の上でこの２つの名詞は、複数形と男性単数で違いが顕著

になる。活動体では対格形が生格と一致する。不活動体の対格は主

格に等しい。

男性名詞

１．人間の男性や動物の雄を意味する名詞で、活動体名詞である。

２．事物を表す男性名詞は主格の語尾が ① -子音 ② -È ③ -¸ に終わる。
これは不活動体名詞である。

３．語尾変化に関する注意点は以下の通りである。

　▼ -¸ に終わる男性名詞を判別する語尾には次のものがある。
　　［-ÚÂÎ¸ ］ Û˜Ë±ÚÂÎ¸, ÔËÒ‡±ÚÂÎ¸
　　［-‡¸ ］ ÒÂÍÂÚ‡±¸, ·Ë·ÎËÓÚÂ±Í‡¸
　　［月名］ flÌ‚‡ ±¸, ÙÂ‚‡±Î¸
　▽アクセント移動を伴う名詞ついては以下のような原則がある。

　［１類］常に語尾にアクセントがある。ÒÚÓ ±Î, ÒÚÓÎ‡±

　［２類］単数と複数形が対立する。ÎÂ±Ò, ÎÂ±Ò‡; ÎÂÒ‡ ±, ÎÂÒÓ±‚
　［３類］複数生格から語尾に移動する。ÁÛ±·, ÁÛ±·‡; ÁÛ±·˚, ÁÛ·Ó±‚
　▼複数主格の基本形は -˚, -Ë である。

ÒÚÓÎ ±̊, ÊÛÌ‡±Î˚, ÏÛÁÂ±Ë, ÒÎÓ‚‡Ë ±

　▽しかし複数主格が -‡ ±, -¸fl に終わる特殊形がある。
„ÓÓ‰‡±, ‰ÓÏ‡±, ÎÂÒ‡±, ÓÒÚÓ‚‡ ±, ·ÂÂ„‡±, „Î‡Á‡±

·‡±Ú¸fl, ‰ÛÁ¸fl±, Ò˚ÌÓ‚¸fl ±, ÎË±ÒÚ¸fl, ÒÚÛ±Î¸fl
　▼不定数量を表す場合、単数生格語尾に - Û  が使われる。生産型の-‡
と競合して、-‡ に吸収される傾向にある。
Ç‡Ï ˜‡±˛ ËÎË ÍÓ±ÙÂ?

　▽場所を表すとき、前置格に -Û  を使う名詞がある。必ずアクセント
を伴う。

ïÓÓ¯Ó± „ÛÎfl±Ú¸ ‚ ÎÂÒÛ±.
４．男性名詞に典型的な接尾辞は以下のようなものがある。

　・-ÚÂÎ¸ 職務や行為を行う人、器械。ÔËÒ‡ ±ÚÂÎ¸
　・-ÌËÍ 職業や性格の持ち主。容器や器械。Û˜ÂÌË±Í, ˜‡±ÈÌËÍ
　・-˘ËÍ 職務や行為。ÌÓÒË ±Î¸˘ËÍ
　・-ÌËÌ 民族や国家の成員、住民。„‡Ê‰‡ÌË ±Ì
　・-‡¸ 職務や行為を行う人。ÒÂÍÂÚ‡±¸



女性名詞

１．人間の女性や動物の雌を意味する名詞で、活動体名詞である。

２．事物を表す女性名詞は主格の語尾が ① -‡ ② -fl ③ -¸ に終わる。こ
れは不活動体名詞である。

３．語尾変化に関する注意点は以下の通りである。

　▼-¸ に終わる女性名詞を判別する語尾には次のものがある。
　　［-ÓÒÚ¸ ］ ÌÓ ±‚ÓÒÚ¸, ‡±‰ÓÒÚ¸, ÎË±˜ÌÓÒÚ¸
　　［-Ê¸, -˜¸, -¯¸, -˘¸ ］ ÏÓÎÓ‰fiÊ¸, ÌÓ˜¸, ÔÓ±ÏÓ˘¸
　▽女性名詞には２系統の語尾変化があり、両者はまったく異なる。

　［① -‡ ② -fl］ „‡ÁÂ±Ú‡, „‡ÁÂ±Ú˚, „‡ÁÂ±ÚÂ, „‡ÁÂ±ÚÛ, „‡ÁÂ±ÚÓÈ, „‡ÁÂ±ÚÂ
　［③ -¸］ Ó ±ÒÂÌ¸, Ó±ÒÂÌË, Ó±ÒÂÌË, Ó±ÒÂÌ¸, Ó±ÒÂÌ¸˛, Ó±ÒÂÌË
　▼アクセント移動を伴う名詞ついては以下のような原則がある。

　［１類］語幹にアクセントのある女性名詞が複数生格から語尾に移動

する。-¸ に終わる名詞が多い。ÌÓ ±˜¸, ‰‚Â¸, Ï‡Ú¸
　　語尾にアクセントがあるものは以下のような種類に分かれる。

　［２類］単数対格と複数主格形で前方に移動する。ÛÍ‡±, „ÓÎÓ‚‡±

　［３類］複数主格形のみ前方移動する。‚ÓÎÌ‡ ±, ÒÎÂÁ‡±

　［４類］単数と複数が対立する。ÊÂÌ‡ ±, ÒÚ‡Ì‡ ±

　▽複数主格の基本形は、男性名詞と同じく -˚, -Ë である。
ã˛ ±‰Ë ÔÓÍÛÔ‡±˛Ú „‡ÁÂ±Ú˚ Ë ÊÛÌ‡±Î˚.

４．女性名詞に典型的な接尾辞は以下のようなものがある。

　・-Ëˆ‡, -ÌËˆ‡ 男性名詞から派生し職務などを表す。Û˜Ë±ÚÂÎ¸ÌËˆ‡
　・-Í‡, -‡ÌÍ‡ 男性名詞から派生し職務などを表す。ÒÚÛ‰Â±ÌÚÍ‡
　・-ÓÒÚ¸ 形容詞や形動詞から派生する抽象名詞。‡±‰ÓÒÚ¸
　・-ˆËfl 国際共通語から派生する名詞。ÒÚ‡ ±ÌˆËfl

中性名詞

１．中性名詞は基本的に事物を表す名詞で、不活動体である。

２．しかし次のような名詞は活動体扱いである。

ÒÛ˘ÂÒÚ‚Ó ±, ˜Û‰Ó±‚Ë˘Â, ÊË‚Ó ±ÚÌÓÂ, Ì‡ÒÂÍÓ±ÏÓÂ
３．中性名詞は主格の語尾が ① -Ó ② -Â ③ -Ïfl に終わる。
４．語尾変化に関する注意点は以下の通りである。

　▼ -Ïfl に終わる中性名詞は特殊変化である。
　▽複数主格の基本形は -‡, -fl である。
　▼しかし複数主格が -Ë, -¸fl などで終わる名詞がある。

ÔÎÂ±˜Ë, Û±¯Ë, fl±·ÎÓÍË, ‰ÂÂ±‚¸fl, Í ±̊Î¸fl
ÒÛ‰‡ ±, Ó·Î‡Í‡±, ÌÂ·ÂÒ‡±, ˜Û‰ÂÒ‡±

　▽アクセントの移動ついては以下のような原則がある。

　［１類］語幹にあって移動しない。ÁÌ‡ ±ÌËÂ
　［２類］単数と複数で対立する。ÒÎÓ ±‚Ó, ‰Â±ÎÓ, ÓÍÌÓ±, ÔËÒ¸ÏÓ±

５．中性名詞に典型的な接尾辞は以下のようなものがある。

　・-ËÂ, -ÌËÂ 過程を表す抽象名詞。形容詞や地名から派生する。
　・-ÒÚ‚Ó 状況や社会的傾向を表す。
　・-Ë˘Â 場所やそこで行われる活動を表す。

不変化名詞

１．外来語や略語に多く見られる。

２．ものを意味する外来語は中性扱いが多く、人間の場合は意味に応じ

て男性、女性名詞とみなす。

［中性］ÏÂÚÓ±, Ú‡ÍÒË±, ÏÂÌ ±̨, ËÌÚÂ‚¸ ±̨

［男性］Ï‡˝ ±ÒÚÓ, ‡ÚÚ‡¯Â±

［女性］Ï‡‰‡±Ï, Ù‡±Û
３．原語の発音に倣うので、語尾は綴り方規則に依らないことがある。

４．外国の地名や商品名は、ロシア語の一般名詞により性を決定する。

(„Ó ±Ó‰) ëÓ ±˜Ë, („‡ÁÂ±Ú‡) í‡ ±ÈÏÒ
５．略語の文法的な処理は個々に辞書などを参照して判断する。

６．文中の前後関係から数や格を判断しなければならない。

ù∞ÚÓ ÍÌË±„‡ Ó ÏÓÒÍÓ±‚ÒÍÓÏ ÏÂÚÓ±.［中性、単数、前置格］

名詞に転化した形容詞

１．名詞扱いなので、後続の名詞をとらない。

２．人間を意味する場合、性と数に応じて語尾が変化する。

Ç‡¯ ÁÌ‡ÍÓ±Ï˚È ÒÏÓÚÂ±Î ·‡ÎÂ±Ú ‚ ÅÓÎ¸¯Ó±Ï ÚÂ‡±ÚÂ.



３．形容詞長語尾中性形が抽象名詞に転化することがある。

［例］ÌÓ ±‚ÓÂ 新しいこと
４．形容詞の語幹に -ÓÒÚ¸ を付加して名詞を形成することができる。
［例］ÌÓ ±‚ÓÒÚ¸ ニュース

名詞の複数形

１．一般に、可算名詞には複数形がある。

２．複数形しか使わない名詞がある。

　▼一対のものを表す。 Ó˜ÍË±, · ±̨ÍË, ‚ÓÓ±Ú‡
　▽材料や物質。 ‰ÛıË±, ‰Ó‚‡±

　▼込み入った状態。 ‚˚ ±·Ó˚, ÔÂÂ„Ó‚Ó±˚
　▽集合的なもの。 ˜‡Ò˚ ±, ‰Â±Ì¸„Ë
３．複数形の変化で主な注意点は以下の通りである。

　▼主格形は男性と女性名詞では -˚ 、中性名詞は -‡ である。
　▽但し例外もある。

　・男性名詞に -‡ ±, -¸fl の語尾をとるものがある。
„ÓÓ‰‡±, ‰ÓÏ‡±, ÎÂÒ‡±, ÒÌÂ„‡±, ‚Â˜Â‡±, ÔÓÂÁ‰‡±, ÌÓÏÂ‡±, „ÓÎÓÒ‡ ±

·‡±Ú¸fl, Ò˚ÌÓ‚¸fl±, ÎË±ÒÚ¸fl, ÒÚÛ±Î¸fl
　・中性名詞で -Ë, -¸fl の語尾をとるものがある。

ÔÎÂ±˜Ë, Û±¯Ë, fl±·ÎÓÍË, ‰ÂÂ±‚¸fl, Í ±̊Î¸fl
　▼生格語尾にはいくつかの種類があるので、詳細を辞書で確認するの

がよい。

　▽与格、造格、前置格語尾は３性共通である。

　▼対格語尾は名詞の性に係わらず、活動体なら生格に、不活動体では

主格に一致する。

４．造格語尾の特殊な名詞がある。

Î˛‰¸ÏË±, ‰ÂÚ¸ÏË±, ‰Ó˜Â¸ÏË± ( ‰Ó˜Âfl±ÏË も可)
５．複数形で使用される抽象名詞や物質名詞は、意味が異なる。

　▼種類をいう。‚Ë ±Ì‡, Ï‡±ÒÎ‡
　▽大容量や強大性を示す。‚Ó ±‰˚, ·Ó±ÎË
７．２種の複数形をもつ名詞があり、意味に違いがある。

［例］ÎËÒÚ ±̊ - ÎË±ÒÚ¸fl, ˆ‚ÂÚ ±̊ - ˆ‚ÂÚ‡±

名詞主格形の用法

１．文の主語として機能する。

å‡±Ï‡ Ú‡Ï ÓÚ‰˚ı‡±ÂÚ.
２．文の述語になる。

ù∞ÚÓ ÏÓfl± Ï‡±Ï‡.
３．呼びかけに使う。

ÇÎ‡‰Ë±ÏË çËÍÓÎ‡±Â‚Ë˜, Á‰‡±‚ÒÚ‚ÛÈÚÂ!
４．動詞 Á‚‡Ú¸ に使われる主格補語は慣用である。

Ö„Ó± ÁÓ‚Û ±Ú çËÍÓÎ‡±È.

名詞生格形の用法

１．名詞＋名詞の構文で、補語や定語の機能を果たす。

í‡Ï ÍÓ±ÏÌ‡Ú‡ Ô‡±Ô˚ Ë Ï‡±Ï˚.
２．主語や対格補語が否定される文で、否定生格として用いる。

ì ÍÓ„Ó± ÌÂÚ ‡ÔÔÂÚË±Ú‡? ì ÏÂÌfl±? å‡±Ï‡, Ú˚ ÌÂ Ô‡‚‡±.
３．動詞の補語であるが、部分生格として機能する。

Ñ‡±ÈÚÂ ÏÌÂ, ÔÓÊ‡±ÎÛÈÒÚ‡, ‚Ó‰ ±̊.
４．生格を求める動詞の補語となる。［語順］動詞＋名詞（生格）。

ü ÌÂÏÌÓ±„Ó ·Ó ±̨Ò¸ ‚Ó‰ ±̊.
５．数量を表す。［語順］数詞、または数量代名詞＋名詞（生格）。

　▼単数生格形を使用する条件。

　・可算名詞で、最小位の数が２、３、４の場合。

ëÓ·‡ ±Í‡ ‡Á·Ë±Î‡ ‰‚Â ‚‡±Á˚.
　・不可算名詞（抽象名詞、物質名詞）。

Ç ÂÍ‡±ı · ±̊ÎÓ ÏÌÓ±„Ó  ±̊·˚.
　▽複数生格形を使用する条件。

　　・可算名詞で、最小位の数が５以上、または数量を表す代名詞。

ì ÌÂ„Ó± ÏÌÓ±„Ó ‰ÛÁÂ±È.
６．生格を求める前置詞の補語になる［語順］前置詞＋名詞（生格）。

å‡ÍÒË ±Ï ÔÓ‰ÌËÏ‡±ÂÚÒfl ·ÂÁ ÎË±ÙÚ‡.
７．形容詞の補語となる。［語順］形容詞＋名詞。

ëÔÓÚ ÔÓÎÂ±ÁÂÌ ‰Îfl Á‰ÓÓ±‚¸fl.



８．単一比較級とともに用いられ、比較の対象を表す。

ÄÎÂÍÒÂ±È îfi‰ÓÓ‚Ë˜ ÒÚ‡±¯Â Â„Ó± Ì‡ 10 ÎÂÚ.
９．時を示す副詞として使われる。日付に用いる例が多い。

Ç ±̊ÒÚ‡‚Í‡ Ì‡˜ËÌ‡ ±ÂÚÒfl Ôfl±ÚÓ„Ó ‡±‚„ÛÒÚ‡.
10．いわゆる述語生格として機能する。この用法は例が少ない。

å˚ Ò ÌËÏ – Ó‰ÌÓ„Ó± ‚Ó ±ÁÓÒÚ‡.

名詞与格形の用法

１．他動詞の間接補語として使われる。［語順］動詞＋名詞（与格）。

éÌ ÔÓ‰‡Ë±Î ÊÂÌÂ± ÚfiÔÎÓÂ Ô‡Î¸ÚÓ±.
２．与格を求める動詞の補語になる。［語順］動詞＋名詞（与格）。

ü ÌÂ ÏÓ„Û± ‚Â±ËÚ¸ Â„Ó± ÒÎÓ‚‡ ±Ï.
３．無人称文における意味上の主語として使われる。

　［語順］与格の名詞類＋無人称述語。

ÇÂ±Â ÒÍÛ±˜ÌÓ ÒÏÓÚÂ±Ú¸ ÙÛÚ·Ó±Î.
４．与格を求める前置詞の補語になる。

ä Ò˜‡ ±ÒÚ¸˛, ˝±ÚÓ ÏÌÂ ÌÂ ÌÛ±ÊÌÓ.

名詞対格形の用法

１．他動詞の直接補語として使われる。［語順］動詞＋名詞（対格）。

ì∞ÚÓÏ fl ˜ËÚ‡±Î „‡ÁÂ±ÚÛ Ë ÒÎÛ±¯‡Î ‡±‰ËÓ.
２．無人称述語の補語になる。

Ü‡ ±ÎÍÓ ÏÓ ±̨ ÒÂÒÚÛ±.
３．時を表わす副詞として機能する。

å‡‰‡±Ï, fl ÌÂ ‚Ë±‰ÂÎ Ïfl±Ò‡ ˆÂ ±ÎÛ˛ ÌÂ‰Â±Î˛.
４．距離や数量を表わす動詞とともに使われる。

åÛÊ Ë ÊÂÌ‡± ÔÓÂ±ı‡ÎË ‚ Ï‡¯Ë±ÌÂ 40 ÍËÎÓÏÂ±ÚÓ‚.
５．対格を求める前置詞の補語となる。

ü ÔËÂ±ı‡Î ‚ Ôfl ±ÚÌËˆÛ, ‡ ‚ ÔÓÌÂ‰Â±Î¸ÌËÍ Ë‰Û± Ì‡ ‡·Ó±ÚÛ.

名詞造格形の用法

１．名詞的な合成述語の成分として機能する。［語順］動詞＋名詞造格

ü ıÓ˜Û ± ·˚Ú¸ ‚‡˜Ó±Ï.
２．形容詞の補語として作用する。［語順］形容詞＋名詞（造格）。

ÇÓ±Î„‡ ·Ó„‡±Ú‡  ±̊·ÓÈ.
３．造格を求める動詞の補語として使われる。

　［語順］動詞＋名詞（造格）。

éÌ Á‡ÌËÏ‡ ±ÂÚÒfl ÒÔÓ ±ÚÓÏ.
４．動詞と結びついて道具や手段を表わす。

ì˜ÂÌË±Í ÔË±¯ÂÚ Û±˜ÍÓÈ ‚ Û˜Â±·ÌËÍÂ.
５．受動態の構文で、動作主をあらわす。

　［語順］形動詞短語尾形、または -Òfl 動詞＋名詞（造格）
èÂÚÂ·Û±„ ·˚Î ÓÒÌÓ±‚‡Ì èÂÚÓ±Ï èÂ±‚˚Ï.

６．時を示す副詞として使われる。昼夜や四季の表現が代表例である。

å˚ ıÓÓ¯Ó± ÓÚ‰ÓıÌÛ±ÎË ÚÂÏ ÎÂ±ÚÓÏ.
７．ようすや方法を表わして動詞を修飾する副詞になる。

ÇÓÚ ÏÛÊ˜Ë±Ì‡! ïÓ ±‰ËÚ Û‚Â±ÂÌÌ˚ÏË ¯‡„‡±ÏË.
éÌË ± ÔÓ¯ÎË± ‚ ÚÂ‡±Ú ‚ÒÂÏ ÍÎ‡±ÒÒÓÏ.

８．場所を表わす副詞として機能する。類例は少ない。

åÂÒÚ‡±ÏË ·Û±‰ÂÚ ‰ÓÊ‰¸.
９．造格を求める前置詞の補語となる。

ü ‰ÓÎÊÌ‡ ± Â˘fi ÍÓ±Â-˜ÚÓ Ò‰Â±Î‡Ú¸ ÔÂ≥Â‰ ÓÚ˙Â±Á‰ÓÏ.

名詞前置格形の用法

１．前置格を求める前置詞の補語になる。

　［語順］前置詞＋名詞（前置格）。

ê‡ÒÒÍ‡ÊË ±ÚÂ ÏÌÂ ˜ÚÓ±-ÌË·Û‰¸ Ó åÓÒÍ‚Â±.

不定法の用法

１．動詞不定法の語尾には、-Ú¸, -ÚË±, -˜¸ に終わる３種類がある。
もっとも一般的な語尾は -Ú¸ に終わる動詞である。

２．不定法は動詞の基本的意味をもつ一方、時制、人称など語形変化に



伴う意味をもたない。

３．不定法の主な用法は以下の通りである。

　▼文の主語になる。通常「～することは」と訳される。

ÜËÚ¸ – ÁÌ‡˜ËÚ ˜ÚÓ±-ÚÓ ÒÓÁ‰‡ ±Ú¸.
　▽文の述語として機能する。

　・通常は「～することである」と訳される。

Ö„Ó ± ˆÂÎ¸ ·˚Î‡± ÒÚ‡Ú¸ ÔËÒ‡±ÚÂÎÂÏ.
　・複合的な名詞述語成分になる。

ü ‰Ó±ÎÊÂÌ ‡·Ó±Ú‡Ú¸.
　・複合的な動詞述語成分になる。

ü ÏÓ„Û± ÔÓÈÚË± ÚÛ‰‡±.
　▼不定法文を形成する。

óÚÓ ÏÌÂ ‰Â±Î‡Ú¸?
　▽命令法。

åÓÎ˜‡±Ú¸!
　▼状況語として文全体や動詞を修飾する。

å˚ ÔËÂ±ı‡ÎË Ò˛‰‡ ± ÓÚ‰˚ı‡±Ú¸.
　▽名詞の定語となる。

ÖÒÚ¸ ‚ÓÁÏÓ±ÊÌÓÒÚ¸ ÔÓÂ±ı‡Ú¸ ‚ èÂÚÂ·Û±„ ‚ÂÒÌÓ±È.

動詞の変化形

１．ロシア語で時制は３つに大別されるが、語尾変化のパターンでは過

去時制と現在・未来時制の２種にまとめることができる。

２．現在・未来の語形変化には人称と数に応じて６種類の語尾がある。

また過去時制では性と数に応じて４種類の語尾がある。

３．動詞の変化にあたって主な注意点は以下の通りである。

　▼動詞には不定法語幹と現在語幹という２種類の語幹がある。不定法

語幹からは過去形や形動詞、副動詞が作られ、現在語幹からは現

在・未来形や命令形、形動詞、副動詞が派生する。多くの動詞では

両者が一致している。一致しない動詞は、辞書に細目が明記され

る。

　▽子音交替を伴う動詞があり、交替パターンは一定している。

Ô-ÔÎ,  ·-·Î,  ‚-‚Î,  Ù-ÙÎ,  Ï-ÏÎ

„-Ê,  Í-˜,  ÒÍ-˘,  ı-¯

Á-Ê,  Ò-¯,  Ú-˜,  ÒÚ-˘,  ‰-Ê,

-Ú¸

-˜¸

-Ú¸, -ÚË

唇　音

後舌音

歯　音

　・第１型動詞では、 -˜¸型を除き不定形の語末３文字を削除してから
変化させる。子音交替は現在変化形全てと命令形で起こる。

ÔËÒ‡ ±Ú¸: ÔË¯Û±, ÔË±¯Â¯¸, ..., ÔË±¯ÛÚ; ÔË¯Ë±

　・第２型動詞では、１人称単数現在形と被動形動詞で発生する。

ÔË„ÓÚÓ±‚ËÚ¸: ÔË„ÓÚÓ±‚Î˛, ... ; ÔË„ÓÚÓ±‚ÎÂÌÌ˚È
　▼-Ó‚‡Ú¸ 動詞は、名詞や外来語を動詞化するために使われる。
　・基本的に不完了体動詞である。但し外来語起源のものは、両方のア

スペクトを兼ねている場合がある。

　・語幹末が[Ê, ¯, ˆ, 軟音]の場合は、-Â‚‡Ú¸ に綴りが替わる。
［例］Ú‡ÌˆÂ‚‡ ±Ú¸

　・現在語幹は -Ó‚‡- を-Û- に、また -Â‚‡- を-˛- に替える。
ËÌÚÂÂÒÓ‚‡±Ú¸Òfl: ËÌÚÂÂÒÛ±˛Ò¸

　▽-ÌÛÚ¸ に終わる動詞は、急激な、１回動作を意味する。
　・現在語幹では -Ì- を保持するが、過去変化形ではキープするものと
消失するものに分かれる。

‚ÂÌÛ±Ú¸: ‚ÂÌÛ±, ‚ÂÌfi¯¸, ...; ‚ÂÌÛ±Î, ‚ÂÌÛ±Î‡
ÔË‚ ±̊ÍÌÛÚ¸: ÔË‚ ±̊ÍÌÛ, ...; ÔË‚ ±̊Í, ÔË‚ ±̊ÍÎ‡

　▼特殊変化と呼ばれる一連の動詞がある。

　・-ËÚ¸ 型。 ÔËÚ¸, ·ËÚ¸, ÎËÚ¸, ¯ËÚ¸
　・-˚Ú¸ ( -ÂÚ¸)型。 ÓÚÍ ±̊Ú¸, Á‡Í ±̊Ú¸, Ï˚Ú¸, ÔÂÚ¸
　・古い型。 ‰‡Ú¸, ÂÒÚ¸, Ë‰ÚË±, Â±ı‡Ú¸
　・混合型。 ıÓÚÂ±Ú¸, ·ÂÊ‡±Ú¸
　・その他。 ·˚Ú¸, ÊËÚ¸, ÒÚ‡Ú¸
４．未来は２種類の表現方法によって表される。

　▼単一未来形。完了体動詞を主語にあわせて現在変化させる。動作完



了の意志が伝えられる。

　▽合成未来形。動詞 ·˚Ú¸ を現在変化させ、さらに不完了体動詞の
不定形を付加して作る。動作予定や見込みを表す。

［語順］·˚Ú¸ の変化形＋不完了体動詞の不定形
５．過去時制の用法

　▼過去のでき事を表現するために用いられる。

　▽仮定法や表現上の技巧のためにも使われる。

６．現在時制の用法

　▼現在進行中の動作を表す。

　▽習慣的な動作、くり返される動作を表す。

　▼真理や通念、習性などを表現する。

　▽近い未来に起こる動作を表す。

７．未来時制の用法

　▼未来に起こる動作を表す。

動詞の命令法

１．命令法は、他人に向かってある動作を遂行させようとする依頼や願

望を表す。従って２人称命令がもっともよく使われる。

２．命令法には１人称、２人称、３人称命令形がある。形成法の要点は

以下の通りである。

　▼１人称命令

　・完了体、不完了体動詞ともに、主語Ï˚に対応する未来形を想定す
るが、主語は省く。文頭に Ñ‡‚‡ ±È(ÚÂ) を付加してもよい。

　・Ñ‡‚‡ ±È(ÚÂ) + 不完了体動詞の不定形。
　・Ñ‡‚‡ ±È (‰‡È) + (fl に対応する変化形)は、話し手の決意や申し出を
表す。

Ñ‡‚‡ ±È fl ÔÓÌÂÒÛ±.
　▽２人称命令形

　・命令形の形成は、主語 fl に対応する現在形から語尾の -˛ を取り
去った形を基に派生させる。アクセントもそれに準ずる。

　・語幹が母音に終わる動詞では、 -È を付加する。
　・語幹が子音に終わり、アクセントが語尾にある動詞には -Ë± を付加

する。

　・語幹が子音に終わり、アクセントが語幹にある動詞には -¸ を付加
する。

　・アスペクトの用法については以下の点に注意を要する。

　〇聞き手に対する命令や指図は、まず完了体によって伝えられる。

èÓ˜ËÚ‡±ÈÚÂ ±̋ÚÓÚ ÚÂÍÒÚ.
　〇当事者間に動作の了解が成立している場合は、不完了が使われる。

動作の喚起や促進を伝えるのだが、状況によって意味ニュアンスが

異なる。あいさつや接客では穏やかな誘い、指図や要請では強制

的、高圧的な態度と受け取られる。

á‰‡ ±‚ÒÚ‚ÛÈÚÂ. ÇıÓ‰Ë±ÚÂ, ÔÓıÓ‰Ë±ÚÂ, Ò‡‰Ë±ÚÂÒ¸.
èÓ˜ÂÏÛ± ‚˚ ÌÂ ˜ËÚ‡±ÂÚÂ? óËÚ‡±ÈÚÂ.

　〇また話題の焦点が動作以外、たとえばやり方や方向などに移る場合

も、不完了体が使われる。

ü ÌÂ ÒÎ ±̊¯Û. ÉÓ‚ÓË±ÚÂ ÔÓ„Ó±Ï˜Â.
　〇禁止や不必要、嫌気など否定の命令では不完了体が使われる。

á‰ÂÒ¸ ‰ÓÎÊÌÓ± ·˚Ú¸ ÚË±ıÓ. çÂ ÍË˜Ë±ÚÂ.
　〇但し、警告の意味は完了体によって伝えられる。

［語順］ÒÏÓÚË±(ÚÂ), ÌÂ +完了体動詞。
ëÏÓÚË± ÌÂ ÓÔÓÁ‰‡±È Ì‡ ÔÓ±ÂÁ‰.

　▼３人称命令形は、３人称の名詞類を主語とする現在時制文の先頭に

èÛÒÚ¸ (èÛÒÍ‡ ±È) を付加する。
èÛÒÚ¸ ÓÌ ÔÓ˜ËÚ‡±ÂÚ. ÖÏÛ± Ì‡ ±‰Ó ÔÓ˜ËÚ‡±Ú¸ ‰Ó ÍÓÌˆ‡±.

３．命令の意図は以下の方法で表現される。

　▼動詞の命令形。 ëÍ‡ÊË ±ÚÂ!
　▽動詞の不定法。 åÓÎ˜‡±Ú¸!
　▼動詞の過去形。 çÛ, ÔÓ¯ÎË±!
　▽名詞や副詞など。 å‡¯! ÇÔÂfi‰!

動詞のアスペクト

１．アスペクトとは、動作の行われ方や状態を描写する文法規範をい

う。いかなる動詞も不完了体と完了体いずれかのモードに属する。



アスペクトに固有の意味はあるが、通常は時制と組み合わせて使う

ので、時制ごとに主な用法を学習するのがよい。

２．不完了体動詞は、①持続的な動作、②繰り返される動作、③動作の

有無や名指しを表す。文中では通常、これらの意味を補強する副詞

や表現などを伴うことが多い。

ü ‰‡‚ÌÓ ± ÚÂ·fl± Ê‰Û. èÓ˜ÂÏÛ± Ú˚ Ú‡Í ‰Ó±Î„Ó ÌÂ Ë‰fi¯¸?
Ç Í‡ÍÓ±Â ‚Â±Ïfl ÓÌ Ó· ±̊˜ÌÓ ÔËıÓ±‰ËÚ?
Ç˚ ˜ËÚ‡±ÎË ÓÏ‡±Ì «êÛ±ÒÒÍËÈ ÎÂÒ»?

３．完了体動詞は、その動作がある時点で終結することを表す。完結し

た動作に注目するために、可能不可能や期待、評価などの意味も派

生する。このような意味をもつ副詞などが、完了体動詞に伴う。

ÇÓÚ ÛÊÂ± Ë ÔÓ‡± ÔÓ˘‡ ±Ú¸Òfl. ÇÂ±Ïfl ÔÓ¯ÎÓ± Ó±˜ÂÌ¸ · ±̊ÒÚÓ.
４．不完了体過去時制の主な用法は以下の通りである。

　▼継続的な動作を表す。

èÓ˜ÂÏÛ± Ú˚ Ú‡Í ‰Ó±Î„Ó ˜ËÚ‡±Î ÚÂÍÒÚ?
　▽往復運動やくり返された動作、または習慣的な動作をいう。

ëÂÒÚ‡ ± ıÓ‰Ë±Î‡ Í ‚‡˜Û± ‚ ÔÓÌÂ‰Â±Î¸ÌËÍ.
　▼経験や動作事実の有無を表す。

Ç˚ ÛÊÂ± ÒÏÓÚÂ±ÎË ÙË±Î¸Ï˚ Ì‡ Û±ÒÒÍÓÏ flÁ˚ÍÂ±?
５．完了体過去時制の主な用法は次の通りである。

　▼その動作に目途がついたり、動作が終わったことを表す。

ü ‰Ó±Î„Ó ÌÂ ÔÓÌËÏ‡±Î Â„Ó±, Ì‡ÍÓÌÂ±ˆ, ÔÓ±ÌflÎ.
　▽その動作が終了して、その結果が現在も残っていることを示す。

3Ó±Â ÌÂ ıÓ±˜ÂÚÒfl ÒÂÈ˜‡±Ò Ë‰ÚË± ‚ ÍËÌÓ±. éÌ‡ ± ÛÒÚ‡±Î‡.
６．不完了体現在時制の主な用法は以下の通りである。

　▼今、進行中の動作や状態をいう。

çË ±Ì‡ ˜ÂÈ˜‡±Ò ˜ËÚ‡ ±ÂÚ?
　▽くり返される動作や習慣的な動作を表す。

ü Î˛·Î ±̨ ˜ËÚ‡±Ú¸ Ë ÔÓ ‚Â˜Â‡±Ï ‚ÒÂ„‰‡± ˜ËÚ‡±˛.
　▼能力や習性を表す。

û∞Â ÚÓ±Î¸ÍÓ 4 „Ó±‰‡, ‡ ÓÌ ÛÊÂ± ˜ËÚ‡±ÂÚ.
　▽近い将来に行れる動作を意味する。時間的な幅は程度問題である。

ÇÂ±‡ ÌÂ ÁÌ‡±ÂÚ, ˜ÚÓ Á‡±‚Ú‡ Á‡Ìfl ±ÚËfl Ì‡˜ËÌ‡ ±˛ÚÒfl ‚ 11 ˜‡ÒÓ ±‚.

７．完了体未来時制の主な用法は、次の通りである。

　▼未来において実現する動作を表す。

ä‡ÍË±Ï ÒÚ‡±ÌÂÚ ‚ ·Û±‰Û˘ÂÏ ±̋ÚÓÚ ÔÓÒfiÎÓÍ?
　▽これからの行動に対する意志や実現の可能性を強調する。

àÁ‚ËÌË ±ÚÂ, Á‡±‚Ú‡ fl Ó·flÁ‡ ±ÚÂÎ¸ÌÓ ÔËÌÂÒÛ± ÒÎÓ‚‡ ±¸.
８．不完了体未来時制は次のような用法をもつ。

　▼未来に行われる動作を列挙する。動作終了の目途は不明である。

çÂ ÁÌ‡ ±˛ ÚÓ±˜ÌÓ, ÌÓ≥ fl ·Û±‰Û ˜ËÚ‡±Ú¸ ‰Ó±Ï‡.
９．動詞のペア形成にあたっては次の点を注意したい。

　▼通常は、不完了体動詞が根源動詞として扱われる。

　▽多くの場合、不完了体動詞に特定の接頭辞を付加して、完了体を派

生させる。

Ò-‰ÂÎ‡Ú¸, ÔÓ-˜ËÚ‡Ú¸, Ì‡-ÔËÒ‡Ú¸, ÔÓ-ÒÏÓÚÂÚ¸
　▼接頭辞には固有の意味がある。

　▽接尾辞でアスペクトを区別することがある。

Â¯‡±Ú¸ - Â¯Ë±Ú¸, ÓÚ‚Â˜‡±Ú¸ - ÓÚ‚Â±ÚËÚ¸
　▼異なる動詞がペアを形成することがある。該当する動詞は極めて少

数であるが、もっとも日常的な動詞が含まれている。

·‡Ú¸ - ‚ÁflÚ¸, „Ó‚ÓË±Ú¸ - ÒÍ‡Á‡±Ú¸, ÍÎ‡ÒÚ¸ - ÔÓÎÓÊË±Ú¸

-Òfl 動詞
１．-Òfl 動詞には再帰、相互、受動、無人称などの意味がある。
　［再帰］Ó‰Â‚‡±Ú¸Òfl［相互］‚ÒÚÂ˜‡ ±Ú¸Òfl［受動］ÒÚÓ±ËÚ¸Òfl
２．動作の対象として対格補語をとらない。格支配は個々に異なる。

　［生格］ ·Ófl±Ú¸Òfl, ÒÎÛ±¯‡Ú¸Òfl, Í‡Ò‡ ±Ú¸Òfl
　［与格］ Û˜Ë±Ú¸Òfl, ‡±‰Ó‚‡Ú¸Òfl, Û‰Ë‚Ë±Ú¸Òfl
　［造格］ Á‡ÌËÏ‡ ±Ú¸Òfl, Û‚ÎÂÍ‡±Ú¸Òfl, fl‚Îfl ±Ú¸Òfl, Í‡Á‡ ±Ú¸Òfl
　［前置格］ Á‡·Ó ±ÚËÚ¸Òfl Ó, ÌÛÊ‰‡±Ú¸Òfl ‚
３．-Òfl 動詞の変化形についての注意点は以下の通りである。
　▼-Òflの前に母音があると、-Ò¸と綴る。［定式］母音-Ò¸。
現在形では２カ所(fl, ‚˚) が、過去形では３カ所(ÓÌ‡, ÓÌÓ, ÓÌË)
が該当する。

　▽アクセントが女性で語尾に下がる動詞がある。



［例］Ó‰Ë±ÎÒfl, Ó‰ËÎ‡±Ò¸, Ó‰ËÎË±Ò¸
　▼-Òfl のない形をもたない動詞がある。
［例］Ì‡ ±‚ËÚ¸Òfl, ÒÏÂfl±Ú¸Òfl, Ì‡‰Â±flÚ¸Òfl

形容詞

１．性質形容詞、関係形容詞、物主形容詞に大別される。

２．性質形容詞は以下の特徴をもつ。

　▼ある対象の性質や特徴を言い表す。

　▽反意語をもつ。

　▼比較級、最上級を形成する。

　▽短語尾形をもつ。

　▼短語尾中性形は副詞としても使われる。

　▽程度の副詞と結合することができる。

３．関係形容詞は以下の特徴をもつ。

　▼多くは名詞から派生し、２つの単語の関係を表す。［関係形容詞Ａ

＋名詞Ｂ］が［名詞Ｂ＋名詞Ａ］と意味の上で等価の場合が多い。

［例］ÁÓÎÓÚ‡ ±fl ÏÂ‰‡±Î¸ = ÏÂ‰‡±Î¸ ËÁ ÁÓ±ÎÓÚ‡
　▽比較級や短語尾形を作ることはできない。

４．物主形容詞は以下の特徴をもつ。

　▼名詞から形成される形容詞で、所有や所属を表す。

　▽比較級や短語尾形を作ることはできない。

５．形容詞の主な用法は以下の通りである。

　▼名詞を修飾する定語として機能する。［語順］形容詞＋名詞。

　・定語機能には長語尾形のみが使われる。

　・形容詞は性・数・格において名詞と一致する。

　・形容詞が２個以上使われるときは、［性質形容詞＋関係形容詞＋名

詞］の語順になる。形容詞の間に接続詞の Ë を置かない。
　▽文の述語成分として使われる。［語順］動詞＋形容詞。

　・述語機能には長語尾形と短語尾形が等しく使われる。

　・形容詞が２個以上使われるときは、長語尾と短語尾の混用を避けな

ければならない。

　・天候の表現(ÔÓ„Ó ±‰‡)を受けるには長語尾形が使われる。

６．長語尾と短語尾形が競合した場合の使い分けには以下のような原則

がある。

　▼長語尾形

　・恒常性、客観性、一般性を強調する。

ÇÓ‰‡± ‚ ˝ ±ÚÓÏ Ó±ÁÂÂ ‚ÒÂ„‰‡± ıÓÎÓ ±‰Ì‡fl. é∞ÁÂÓ „ÎÛ·Ó±ÍÓÂ.
　・温和なニュアンスをもつ。

í˚, å‡±¯‡, „ÎÛ±Ô‡fl.　マーシャ、おばかさんね。
　・接続詞 Í‡Í とともに用いる。

å‡¯Ë±Ì‡ ·˚Î‡± Í‡Í ÌÓ±‚‡fl.
　▽短語尾形

　・一時性、主観性、条件性を強調する。

ÇÓ‰‡± ‚ ˝ ±ÚÓÏ Ó±ÁÂÂ ıÓÎÓ‰Ì‡± ÓÒÓ ±·ÂÌÌÓ ÁËÏÓ±È.
　・断定的ニュアンスをもつ。

í˚, å‡±¯‡, „ÎÛÔ‡±.　マーシャ、お前はバカだ。
　・述語として機能する形容詞のあとに名詞や動詞不定形、接続詞 ˜ÚÓ
や関係代名詞 ÍÓÚÓ˚È を使った従属節、Í‡Í ÌË を用いた条件節
を接続して、拡大した構文を作るときは、形容詞短語尾形を使う。

ÑÂ±‰Û¯Í‡ Á‡±ÌflÚ ‡Á„Ó‚Ó ±ÓÏ.
ü Î˛·Î ±̨ Î˛‰Â±È, ÍÓÚÓ±˚Â Â¯Ë±ÚÂÎ¸Ì˚ Ë ÒÏÂ±Î˚.
　・主語が動詞不定形、または次のようなことばを含んでいたら、述語

では短語尾形が使われる。˝ ±ÚÓ, ÚÓ, ˜ÚÓ, ‚Òfi, ‰Û„Ó±Â, Ú‡ÍÓ±È,
‚Òfl ±ÍËÈ, Í‡±Ê‰˚Èなど。
äÛË±Ú¸ ‚Â±‰ÌÓ.
í‡Í‡±fl ‡·Ó±Ú‡ ·ÂÒÔÓÎÂ±ÁÌ‡.

７．短語尾形成の注意点は以下の通りである。

　▼性と数による４種類の変化があるが、格は主格のみである。

　▽男性単数形で語末に子音が連結する場合、子音の脱落を防ぐために

つなぎの母音［Ó / Â］を挿入する。一般に -Ì˚È に終わる形容詞
には -Â- を、また -ÍËÈ に終わるものには -Ó-を挿入する。
［例］ËÌÚÂÂ±ÒÌ˚È, ËÌÚÂÂ±ÒÂÌ: ÍÂ±ÔÍËÈ, ÍÂ±ÔÓÍ

　▼アクセントが女性形で語末に下がるものがある。

［例］ÚË±ıËÈ; ÚË±ı, ÚËı‡ ±, ÚË±ıÓ, ÚË±ıË
　▽中性と複数形のアクセントは通常、一致する。



　▼一般に１音節の形容詞はアクセントの移動があると考えてもよい。

形容詞の比較級

１．長語尾形から合成式比較級が、そして短語尾形からは単一比較級が

作られる。

２．したがって合成比較級は定語と述語機能を果たし、単一比較級は述

語機能をもつことを基本とする。

３．述語機能では両者の競合が予想されるが、単一比較級の方が好まれ

る傾向にある。また単一比較級には、主語による変化がない。

４．比較の対象は、２通りの表現形式で表される。

　▼合成式、単一式ともに［, ˜ÂÏ + 名詞の主格］が使われる。
　▽単一式に限り、［比較級＋名詞の生格］で表現される。

５．単一比較級についての注意点は以下の通りである。

　▼アクセントの位置は、短語尾女性形に一致する。

　▽子音交替を伴う比較級は特殊形であり、アクセントは語幹に、そし

て語尾は -Â の１字を綴る。なお交替音のペアは固定している。

˜Ë˘Â

ÍÂÔ˜Â,  ·Ó„‡˜Â

ÚË¯Â

ÒÚÓÊÂ,  ÏÓÎÓÊÂ

˘

˜

¯

Ê

ÒÚ

Í, Ú

ı

»

»

»

»

„, ‰

　▼比較の程度を強調するには、‚Òfi, „Ó‡±Á‰Ó, Â˘fi, ‰‡ÎÂÍÓ± などの
副詞が使われる。

　▽比較の程度を和らげるには、接頭辞 ÔÓ- を比較級に付加する。
　▼単一比較級の特殊用法として名詞を修飾することがある。

［語順］名詞＋比較級。

ü ˜ËÚ‡±Î ÚÂ±ÍÒÚ˚ ÔÓÚÛ‰ÌÂ±Â.
　▽比較の差量は［前置詞 Ì‡ ＋数詞の対格］で表される。対格が数詞
の２、３、５の場合、アクセントは前置詞に置かれる。

éÌ‡ ± ÒÚ‡ ±¯Â ÏÂÌfl± Ì‡ ± ÚË „Ó±‰‡.
　▼倍率は［前置詞 ‚ ＋数詞の対格］で表される。

ÅËÎÂ±Ú ‚ ÏÛÁÂ±È ÒÚÓ±ËÚ ‚ ‰‚‡ ‡±Á‡ ‰Â¯Â±‚ÎÂ.
６．比較級を用いた構文には以下のものが代表的である。

　▼［˜ÂÏ +比較級 , ÚÂÏ +比較級］は「～すればするほど、～であ
る」という意味を表す。

óÂÏ ·Ó±Î¸¯Â, ÚÂÏ ÎÛ±˜¯Â.
　▽［Í‡Í ÏÓÊÌÓ +比較級］は、「できるだけ～」の意味を表す。

éÌ ÒÍ‡Á‡ ±Î Í‡Í ÏÓ±ÊÌÓ ÒÂ¸fiÁÌÂÂ.

形容詞の最上級

１．最上級は形容詞が表す性質や特徴が他のものと比較して一番である

ことを示す。

２．最上級の形成にはいくつかの方式がある。

　▼合成式最上級は［Ò‡ ±Ï˚È / Ì‡Ë·Ó ±ÎÂÂ +形容詞長語尾形］によっ
て作られる。

　▽単一式最上級は［形容詞語幹-ÂÈ¯ËÈ］によって、またアクセント
は女性単数に一致する。

　・語幹末が „, Í, ı に終わる場合には、子音交替のうえ、［形容詞語
幹-‡ ±È¯ËÈ］を綴る。またアクセントは常に-‡ ±È¯ËÈ にある。

３．両者の競合が生じた場合には以下の傾向が認められる。

　▼定語と述語機能ともに、一般には合成式が使われる。

　・単一式は文語的、強調的である。また成句などでは紋切り型の意味

ニュアンスを伴う。

　▽［単一式比較級+ ‚ÒÂ„Ó± / ‚ÒÂı］の構文もよく使われる。これは
会話的なニュアンスをもつ。可算名詞なら ‚ÒÂı、総括的な意味あ
いには ‚ÒÂ„Ó ± を用いる。

代名詞

１．代名詞とは、人やもの、特徴などを直接名指さずに、それらを指し

示すために使われることばをいう。

２．意味と機能の上で人称、所有、指示、定、再帰、疑問、関係、否



定、不定代名詞の９種に分類できる。

３．人称代名詞の用法で主な注意点は以下の通りである。

　▼fl, Ú˚ には文法上性による区別がないので、男女いずれにも使う。
　▽Ï˚ には次の表現的な技巧が可能である。
　・評論や論文などで著者、編集者の自称として用いる。

　・相手との一体感や同情を表すときに、たとえば医者が患者に向かっ

て使う。会話的なニュアンスを伴う。

　▼３人称の代名詞は、男女や雌雄を受ける他に、事物も指し示す。こ

の場合の代名詞はむしろ指示代名詞に近い機能を果たしている。

４．所有代名詞は、所有や付属を表す。

　▼１、２人称には修飾する名詞に応じて語尾変化があるが、３人称に

はそれがない。

５．指示代名詞は、話題やものを指し示すときに使う。

　▼主な指示代名詞として ˝ ±ÚÓÚ, ÚÓÚ, Ú‡ÍÓ±È がある。
　▽用法上の主な注意点は以下のとおりである。

　・文の主語として用いられる ˝ÚÓ は、性と数に係わりなくあらゆる
対象を指すことができる。この場合、動詞は述語の名詞に一致す

る。

　・ÚÓÚ は ˝ ±ÚÓÚ に較べて話し手から物理的に、または心理的に遠い位
置にあるものを指す。

˝ ±ÚÓÚ ·Â±Â„ - ÚÓÚ ·Â±Â„, ±̋ÚÓÚ Ò‚ÂÚ - ÚÓÚ Ò‚ÂÚ
　・他に、ÚÓÚ は関係代名詞の先行詞として機能する。
［定式］（活動体）ÚÓÚ, ÍÚÓ ～（不活動体）ÚÓ, ˜ÚÓ ～

６．定代名詞

　▼代表的な定代名詞は Ò‡Ï, Ò‡ ±Ï˚È, ‚ÂÒ¸, Í‡ ±Ê‰˚È, Î˛·Ó ±È  であ
る。

　▽用法上の主な注意点は以下のとおりである。

　・‚ÂÒ¸ は全体性や包括性を強調する。単複いずれの名詞とも結合す
る。但し翻訳に際しては単数形の訳語に注意が必要である。

éÚÚÛ‰‡ ‚Ë‰ÌÓ ‚ÂÒ¸ „ÓÓ‰. そこから街全体が見える。
　・Í‡±Ê‰˚È も ‚ÂÒ¸ と同じく全体をまとめる意味あいをもっている
が、同一の対象の中で個々を強調する。通常は単数形で使われる。

複数形のみ使用する名詞、数詞との結合では複数形も使われる。

　・Î˛·Ó±È  には「数ある中からどれでも好きなもの」という選択の意
味がある。単数、複数ともに使用できる。

７．疑問代名詞

　▼主な疑問代名詞には ÍÚÓ, ˜ÚÓ, ÒÍÓ±Î¸ÍÓ, ˜ÂÈ, Í‡ÍÓ±È, ÍÓÚÓ±˚È
などがある。

　▽語法上の主な特徴や注意点は以下の通りである。

　・ÍÚÓ は活動体名詞に対する疑問詞である。
　・˜ÚÓ は不活動体名詞に対する疑問詞である。
　・２つの疑問詞には性と数の区別がない。対象が何であれ、ÍÚÓ を受
ける述語には男性単数を、また ˜ÚÓ は中性単数を使う。

　・˜ÚÓ± Á‡ = Í‡ÍÓ±È? の意味をもち、主として会話体で使われる。
［語順］ ˜ÚÓ Á‡ +主格（活動、不活動体名詞ともに）。

　・ÒÍÓ ±Î¸ÍÓ は形容詞の複数形のような変化をするが、主格では名詞
の生格と結合する。

　・Í‡ÍÓ±È は次の意味をもつ。
　　人や物の性質、特徴についてたずねる場合。

　　順序数詞を含む返答を想定できる場合。

　・ÍÓÚÓ±˚È は次の意味で用いられる。
　　返答に順序数詞を予想している場合。

　　数個の中から１つを選択する場合。

８．関係代名詞

　▼疑問代名詞は、関係代名詞としても使われる。関係代名詞とは文の

成分として機能しながら、２つの文に共通する単語をもって互いを

結びつける代名詞をさす。

　▽ÍÚÓ は活動体名詞を受ける。
［語順］ÚÓÚ ( ÚÂ, 活動体名詞), ÍÚÓ ～

　▼˜ÚÓ は不活動体名詞を受ける。
［語順］ÚÓ ( ‚Òfi, 不活動体名詞), ˜ÚÓ ～

　▽ÍÓÚÓ± ˚ È  は活動体・不活動体、どちらの名詞も先行詞とすること
ができる。性と数の語尾変化は先行詞に一致し、格は従属文での役

割によって決定される。

　▼Í‡ÍÓÈ は名詞を修飾する文成分となる。
［語順］Ú‡ÍÓ±È +名詞, Í‡ÍÓ±È ～



９．否定代名詞

　▼否定代名詞は否定文の中で使われる。そして次の構造をもつ。

［ ÌË-］ ÌËÍÚÓ±, ÌË˜ÚÓ±, ÌËÍ‡ÍÓ±È
［ ÌÂ±-］ ÌÂ±ÍÓ„Ó, ÌÂ±˜Â„Ó

　▽［ ÌË-］型には以下のような特徴がある。
　・文中では否定の述語とともに用いられる。

　・ÌËÍÚÓ±, ÌË˜ÚÓ± は、主語または補語として使われる。
　・ÌËÍ‡ÍÓ±Èは、名詞を修飾する定語として使われる。
　・前置詞句では接頭辞 ÌË- を分離して、前置詞を中間に入れる。
　▼［ ÌÂ-］型には以下のような特徴がある。
　・アクセントは常に ÌÂ±- の上にある。
　・主格形はない。

　・動作の対象が存在しないので、動作そのものが実行不可能なことを

表現する無人称文である。［語順］ ÌÂ±[ÍÓ„Ó] +動詞の不定形。
　・前置詞句では接頭辞 ÌÂ- を分離して、前置詞を中間に入れる。
10．不定代名詞

　▼名指されるものが特定できない

　▽不定代名詞は次の構造をもつ。

［疑問詞］-ÚÓ ÍÚÓ±-ÚÓ, ˜ÚÓ±-ÚÓ, Í‡ÍÓ±È-ÚÓ
［疑問詞］-ÌË·Û‰¸ ÍÚÓ±-ÌË·Û‰¸, ˜ÚÓ±-ÌË·Û‰¸, Í‡ÍÓ±È-ÌË·Û‰¸
［疑問詞］-ÎË·Ó ÍÚÓ±-ÎË·Ó, ˜ÚÓ±-ÎË·Ó, Í‡ÍÓ±È-ÎË·Ó
ÍÓÂ-［疑問詞］ ÍÓ±Â-ÍÚÓ, ÍÓ±Â-˜ÚÓ
ÌÂ±［疑問詞］ ÌÂ±ÍÚÓ, ÌÂ±˜ÚÓ, ÌÂ±ÍÓÚÓ˚È

　▼-ÚÓ と-ÌË·Û‰¸ が競合する場合、次のような意味の違いがある。
　・-ÚÓ は、話者自身には不明の、または特定し切れない人やものを指
す。

　・-ÌË·Û‰¸ は、「誰でも、何でも構わない」という自由選択が前提
にあり、話し手は対象をまったく限定しない。

　▽-ÎË·Ó は、-ÌË·Û‰¸ の文語的なニュアンスをもつ。
　▼ÍÓÂ- は、話し手は知っているが、聞き手には不明の人やものを指
す。従って、多少ほのめかしのニュアンスを帯びる。

　▽ÌÂ±ÍÚÓ は主格だけの用法で、常に人名とともに用いる。

［語順］ÌÂ±ÍÚÓ + 人名
　▼ÌÂ ±˜ÚÓは主格、対格だけの用法で、常に形容詞長語尾単数中性形と
ともに用いる。［語順］ÌÂ±˜ÚÓ + 形容詞

　▽ÌÂ ±ÍÓÚÓ˚Èは「若干の、ある種の」という意味をもち、名詞を修
飾する。

形動詞

１．形動詞は動詞と形容詞の特性を併せもつ。

　▼動詞との共通性

　・動詞と意味が共通である。

　・能動・受動の形成法が同じである。

　・完了体と不完了体の区別がある。

　・動詞の格支配をもつ。

　・副詞によって修飾される。

　・過去や現在の時制区分をもつ。

　▽形容詞との共通性

　・名詞を修飾する定語機能と文の述語になる述語機能をもつ。

　・定語機能においては性・数・格において名詞と一致する。

　・語形変化が形容詞と同一である。

２．形動詞の変化形についての注意点は以下の通りである。

　▼能動形動詞現在

　・長語尾形のみが使われる。

　・不完了体動詞から派生する。３人称複数現在形から末尾の -Ú を削
除し、 -˘ËÈ に取り替える。

　・ -Òfl はそのままに綴る。
　・アクセントは第１型動詞では３人称複数に、また第２型では不定形

に一致する。

　▽能動形動詞過去

　・長語尾形のみが使われる。

　・不完了体、完了体動詞から派生する。過去形から語尾の -Î を削除
し、直前が母音なら、 -‚¯ËÈ に、また子音なら -¯ËÈ に取り替
える。



　・ -Òfl はそのままに綴る。
　・アクセントは、不定形と同一位置が原則である。

　▼被動形動詞現在

　・ほとんどが長語尾形の使用で、短語尾は稀である。

　・不完了体動詞から派生する。１人称複数現在形に -˚È を付加す
る。但し ‰‡‚‡Ú¸, ‰‡‚‡ÂÏ˚È; ÌÂÒÚË, ÌÂÒÓÏ˚È などは例外扱い
である。

　・アクセントの位置は、不定形に一致する。

　・完了体から派生したものは可能、不可能の意味をもつ。

ÎÂ„ÍÓ ‡ÁÂ¯ËÏ˚È ‚ÓÔÓÒ 解決容易な問題
ÌÂ‡ÁÂ¯ËÏ˚È ‚ÓÔÓÒ 解決不能な問題

　▽被動形動詞過去

　・長語尾、短語尾形ともに使われる。

　・主に完了体動詞から派生する。過去形から語尾の -Î  を削除して、
母音に -ÌÌ˚È, -Ú˚È を、また子音には -ÂÌÌ˚È を付加する。

　・-Ú˚È 型になりやすい動詞には以下の傾向がある。
　〇-ÌÛÚ¸ 動詞。Ú
　〇-ÓÚ¸ 動詞。Ú
　〇-ÂÂÚ¸ 動詞。Ú
　〇その他。‚ÁflÚ¸, Á‡ÌflÚ¸, ÓÚÍ˚Ú¸
　・アクセントの位置については以下の傾向がある。

　〇不定形で語幹にある動詞では移動が起こらない。

　　不定形で語末にアクセントをもつ動詞のうち

　〇語末にとどまる動詞がある。

　〇１つ前の音節にアクセントを移動させる動詞がある。

副動詞

１．副動詞は動詞の分詞形のひとつで、語尾変化がなく、文中では主動

詞を修飾する副詞成分である。条件や理由、時間、動作のようすな

どを表すが、これらの意味は文脈から判断しなければならない。

２．不完了体副動詞の形成

　▼不完了体副動詞は、不完了体動詞の現在語幹に -‡ (-fl) を付加して

形成する。˜ËÚ‡fl, „Ó‚Ófl
　▽-Û˜Ë 型もあるが、極めて少数である。·Û‰Û˜Ë, Ë‰Û˜Ë
　▼-Òfl は母音の後では -Ò¸ に綴りが替わる。
　▽アクセントは、多少の例外(ex. ‰‡‚‡fl)を除き不定形に一致する。
３．完了体副動詞の形成

　▼完了体副動詞は、動詞の過去語幹を基に派生する。語幹末が母音な

ら -‚ (-‚¯Ë) を付加し、子音なら -¯Ë を付加する。
　▽現在語幹から派生させる動詞群(-ÒÚË, -ÁÚË, Ë‰ÚË)があり、これら
は「～するや否や」という完了したばかりの動作を表す。

　▼-Òfl は母音の後では -Ò¸ に綴りが替わる。
　▽アクセントは通常、不定形に一致する。

４．副動詞の用法上で主な注意点は以下の通りである。

　▼動作主は主文の主語と一致する。

　▽語順は［副動詞句＋主文］が一般的である。

　▼不完了体副動詞は、主文の動作と同時並行的に行われる動作を表

す。

　▽完了体副動詞は、主文の動作に先立つ動作を表す。

数　詞

１．数詞とは、数で表された事物の数量や順序を意味する品詞である。

また若干の例外を除き、性と数の概念をもたない。変化に際しては

主格と斜格の違いが大きい。

２．数詞には、個、順序、分、集合、不定数詞の５種類がある。

３．分数詞には以下の注意点がある。

　・分詞を個数詞で、分母を順序数詞で表す。

　・会話体では、ÔÓÎÓ‚ËÌ‡, ÚÂÚ¸, ˜ÂÚ‚ÂÚ¸ も使う。
　・1.5=ÔÓÎÚÓ‡ (女性は ÔÓÎÚÓ˚)を使う。
４．数詞の用法上で主な注意点は以下の通りである。

　▼ゼロ ÌÛÎ¸ は次に名詞の複数生格形を求める。
　▽数詞１は名詞の性・数・格に一致する。

　▼最小位が２～４の時

　・主格（不活動体の対格）で、形容詞は複数生格、名詞は単数生格形



　・その他の格では、形容詞、名詞ともに必要な格の複数形に揃う。

　▽最小位が５以上の時

　・主格（不活動体の対格）で、形容詞、名詞ともに複数生格形。

　・その他の格では、形容詞、名詞ともに必要な格の複数形に揃う。

　▼２以上を表す数詞が主語の場合、不活動体名詞なら述語は中性単数

で、また活動体名詞なら述語を複数形で受けることが多い。

　▽分数を構成する名詞は、常に単数生格形で受ける。但し複数形しか

使わない名詞を除く。

　▼集合数詞では以下に注意する。

　・Ó·‡ (女性は Ó·Â)は「２つ、両方の」という意味をもつ。
　・集合数詞は次のようなことばと結合する。

　〇単数形をもたない名詞。

　〇男性の人、または子ども。女性の人や公式表現（たとえばVIP）に

は個数詞を用いる。

　〇代名詞とともに。

　▽不定数詞とは通常、複数形語尾が結合する。


